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奈田 「紅い学舎パ1周ジ1並えて・．と匙し3して、い
ろいろ㍍先生方からあ・諸ピづ伺いしているんで’マハ’、ウ

いけ関西尺学の高木香亥先生に、学会創成別・ら現在

に至る日本紀訂学～緑ハ中で、ネ郡た学の石誉放授
であつ†こ畝1鎚〉ハ1虎三先生を中心とする、いわばドイツ歴

1た学派の流れをくむ学派のノ発展の匿吏を中心として、し

かも、いろいろナよ五話を交之すよが一㌧、あ1話を伺いrこいと

思います。

 寸でに川同年記念の講演て一布田先生ゲぢ話しにアよフて

いる詳！かと、針よる二とけると思うのマいマーが、それは

棒わず’にあ’話を丘めアこい・ピ邑いよ↑、

 初めに、路1リ先生の学問屋胆といいま↑グ、大学率業

から留学、ア）るいは、外国学者と交えを特11れτ・、そ”

並のと二ろグ”1伺いし丁二いと、思いま寸。

高木 港ハ1先生のネ士会絞計学の外糸は、日本系定言す学公の

とさ、湊賀ぴ誉敢授の引打んが珪べて1けれども、あ
ク、い㍉場所τ三から、逸話榊よも・のというが、婚い1紀言す掌

の舞台裏にあるもの一にフいては、右田さん七†ノか珪㌻る

ことグでプよか1τ・と思うの一で’す。

 私は昭和！6年に見川先生の研1究室へ入。てこあですけれ

ビ七、最初、先生に「これを’ヤれJといわれ仁のは、ド

イツの大降派の数理耗言す学ブよんです。しτ1が．フて、レキ

シ人、ボ．ルトヤヴィッ手、シャーリエ、それから、例の

ウェ又タコ㌧ド等にっいてやれ辛いわれましに…まかつ、

仁とえば穴橋隆憲さんはマイヤ’、有田寸．んはジ’一ジ㌧．

フ、内寿庫一郎㌻んぽ、先生のいうことを開が㍑がっでこ

めで、何やラτこか、私わからないんプけれども、私に特
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に「カウフマン乏やれ・というごζズ、すっとヤ1r二ん
です。

 一評／かの人は、塔1リ徒計学はアンチ徹理派すごヒいう孝

之方と持っているし、略川1耗汁学の流れの中の人丁こちで

も、蛇爪先生は数理徒計学に非1帝に沌判白フで’あ・Tlとい

う考え方を持つ’（いるんですが’、そうじゃすよいんで↑。

実ほ蛤い1先生は、ご’承知のように二水産講習所で’海ラ率調

査ナよんかヤブて、千田寅彦1こ非常に最多饗を受けているん

です。京尺の経希学部にやつ．て二丁二のは、河上肇先生の

景／饗で’しょうけれど毛、学問研完の墓碇には測た、現象

｝がるとドうのは一体とペデ・うことカ・といゲとか基

本にあるんで’す。

 そ二で’、私はつ・つて先生に掴ん的ト、「先生、景初にお

託片にナいτ1本は何でη・。と剛いす二ら、／列の了一寸一

・ボーレーパザ・メジャーメント・才フ㌧ソーンヤ1レ
・7エノメす（社倉現象の測定ブ3という書物であるとのI

二とでしll。それハ、ゴ約パ1デに、デ十スとが、

あ亭い1ガ訂雅済学パ／ネη瑚の、古喫であ多パ丁
の翻訳けつllリ、先生の暖岬には非常11数理派榊よ
ものゲあ1τ二んで’す。ドクら、レギンズごヒかボ1レドキ

ヴィッチ、ウェスタず一ドをやれヒいわれて二のは、その
誉更．理派的け毛 のを私にゃらセ↑（かってこん丁～ヒ思・うので’す。

残念なグら和、はカウ7マンで終わフてあ・るんブ†φく、 し

ヵ・し、いまでもレキシスやボルトキヴィー・ソ手に関心を才子

．ってあ’る．’わけ舳て丁

浜田馴先生け、一方でハいう、いに教理的1バの
に興味と持†これながらも、先生I自身が着守札て（本ヒいう

のは・llと之ば・統計学今の㍗一調の紬では・「鮒学
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における集団の枕信」ヒいう弗告題名に1よ、つていますし、

集引こ関する老考バさわめて〃いわけてい・ブ1丁れビも、こ

の工1本、ビういうピろ（影響を受けているんで‘しょ
うφ・。

高木 先生のお若い時分の反人は、戸板珂とカ・三本清な

んで’す。そこで、あ戸）いう唯物論的†よ研究をやフてあ、ろ

ヒ、ネ士一会呪象ヒ自然現象ヒは圭うヒいラ孝之方を科学方

糸諭として持っていられいていT。当時は．、蛤ハ1先生1ご

叶や18〈べして、ドイソの．新カント学水の哲学的1よ思想

が非常に・紙ガつ11月い一す。

 それヒ、進1リ先生の先生の財部先走ゲ、マイヤーの統
計学そのもので’し丁ニハで∵、マイヤーにあ・1プるマ．ツセのラ里

諭ガ、先生に非常に影饗を与之†二ん丁ごヒ艮うのてぺす。

 で’寸1・ら、哲1辛的、あるいは論覆的名祖という二とで、

自．然、現象ビネ立会現象の区別が．やはり依け～・フf二んブと

思うので丁。

浜田 虫毛1リ先生勿クド国で（先生ヒいう勿は、ゴ言乙千恵ござ

いまわ・。

高木具体的に、丁こと之は私1沽が1くロンド八学で1、

アレン先生の却屋にお1っ†1という、1、う1よもので帥くし

て、あのいは、ドイツヘ行っすこって、練計学の講義を

開けいうよリも、Tlけばワーデマンとか、あるいは
ゾ’ンバルトとカ・、ハいう学秀いの講義を開いでいτ・

のです。やけりジ’一ジ’エクの講兼を間いているんですが、

㍑時／か、ちいピ右派広巳先生もドイツにみられ↑ニリ．

！て、尺学は足制1重いて、自か寸1ちでいろい柵研完

疹をやるというハ1にヒで、いまの留学とちいヒ産
うところがあるようブす。
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浜田そうすると、いわゆる紗1・釈汁学あ具体的1よ形でい

あらわれ1二ものは、ハいう／＼と交わる剛采てい、主とし

て回内の影響の方が弦がフ丁こと孝之ていいんでしょうか。

西本  之之、 そうでしょうね。

 そして、姥jリ先生がドイツにお・っ1二い、7ラ又ケノ
バーグ、ドイ・ソの徒計学殺荒に、ザ大量の理誘口を孝いτ二。

フラ又ケン／く一パ六量の理論・では、飲直の距離とク・

電気ハ量iま、自然、科学的なヒ．らえ方乞しているわ1ブです。

ところグ、蛇爪先生は、電気も1つの商鼻ηんT～。経済

現琢としてとらえ1タくちゃいがめヒいうニヒで’、当時の

フラ又ケン／ぐ一1非常市判左下し1二わけてIす。ですか

ら、基本的には、紀訂はネ士会規隼を入量現象ヒして反昧

ぐれるもηで’あるという考え方があフ丁二のでしょうね。

浜田  日本徒計学会幻同年言乙志賀ギ1隼抄によりきすヒ、

略1リ先生が学会でゴ稚告をなぐフ．丁二のは・、第2回丁ごけな

んですね。それは、賂ハ1先生のあ、考ぺ、二の学会でρ

そ（往の発展ヒ、何万＼相入れナよい毛のグあ。す二んではは

いカ・。ご禄告をナけら杯かフてこのには何か意味カvいて1

んていはブよいかと、仏1ま・ちいヒ孝之るんで寸けれども一、

この江に何か．堅い当τこられることはご’．ﾄいますが。

高木それは、この間、おる書き物に武蔵尺学（1勾幻
ん毛考い1・んで↑けれども、日本徒計学会をつくり上げ
るまていは’ Aた生七非津に雀労してあ、るんです。ビろグ．

当時の京都穴学は、河上肇先生を登板して、晴海丁二る状

態ド1T三パ’す。そこで、こういう二とをいって吋’う
かと思うけれども、冒捲1リ先生と村立してあ・フTこラタ見三郎

先生ヒめ間のプライベートプよ剛奉が基礎にあって、「ラタ’ ｢
†んゲ本るよ市税言†学郎、わ・しは知らぬ・ヒいう3・
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うび、いってみると、先生あわが一まま寸グプ，Tlん㌣と

思㍉・のでて。

浜田名作11っいてはいががIで’すヅ。

高木ネ〃）グ．ろは、私がでつ†いフ↑こ一よ→に鯉抑

な毛’のに非帯に興味乏持って、デービろと力・ムー了を毒同

訳してい仁。それ力・ら／列の岩；液のr紀計学槻諭』をあ・零

さ1二†よっ†＝一。 表）”、中ではけっ ざ り、 余た言†のつく 1）方とφ・

伎いオ、寸なわち、大量を観穿する調査の理論と解析の

埋鯖、二のユつで紡方亭が餓市、鮒、参は徒竹
芝、を・航寸る学・同ていあるとしているいいす。しllが1て、

耗計学は方法精伽科学であるという立場です。

 一都ノη＼あ人は勘亙いして、あの中で’、蛤爪先生は教理

系え訂字を否定し．てお・るというし；・うに受け駆ってあ・る人バ

＾るん一すれビ七、宋はハビャ灯いんでイ。その後、
ノ『統汀利嗣にお・いる基本間超』ヒいう本を先生グ土、し丁・

場合でいも、利同する場合にはや1ネリ老文理の千紀が其等で

あるといつてい吾。マ～妄、ガら考えて、七、私は、稼言†解

析一1二1｛、先生の場合には、数理φ子1順ヒいうのは、
裸率杖．態にあ’ける人間は寸べして・うそをっヵ・ブ8いものであ

って、正レ流計がでけが．フてあ・り、てれに対して数

理的静手順をカロえる・いわげそれは限．界概念でいあって・

ヲ見実はそれとけみ一 y、してお’るんτ～ヒ．いう二となんです。

ていすグら、数理徒討を否定して烏るヒころはどこにもすよ

い。それは／つの限界概念アよんでマ。何を勺って限界概

～・ヒいうヒ、数1軍白フ手榊・そのままで1ゴ現衣に当ては

麦らブい・じゃないカ＼という考え方です。

浜田蛤1リ先生は、ハいうグ1より眩い主張を持τこれ18
が’ 轣A門下の方1ま†（くでん出てあ・られるわけでてけれど
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も、ご’本人は、学公め中でそういう論争乏しようという

気はあよリテよ、かっ†二んでしょうガ。

高本 之え、そゲよんで’す。

 ヒい、のは、日本流訂学会に対して．先生の個人的は、

当榊末郡大学．ハ雰囲、気があフτこのと、漁業葎済清とカ＼

葎清政策諭とカ＼、 そ うし1う も の を研完する よ う．にナポ）ま

し1二。しかし、京都知辛．にぺてからでも、矢口李．をやハ

†1ら、臼／かは耗言す学史を書くんτ～ヒ！’、うこヒはしょっち

峠・ういってみられllんでザ耗言す嘗には非常11関1cグあ

フτこわけブす。

浜田 曳茎川先生はてうピうrだラ見でパ表）って毛、虫色11〕門下の

積計学看は、これを見ハ、ていしコ1’ん1二く†んの人が一い

ろいろす涌老をナけって石へられよすのてい、そういうキーグ

ら少し話と杭けに！－1ヒ棒います。

 いわゆる乾／1杭言†学、ま1三絃済耗訂研究会の前の柵宥

に、近代季定言す学ヒいいよす力・、数、哩、あるい（ま、このこ

ろ†で十言†量葎済学的六八め’グ仁くさん尤てくるんです

が、そういう人†二ちと鴨川門下ヒの岡の論争なんていう
のは｛†ごフ丁二んで！ようか。

高木 蜷｛門下ヒいっ†ニブて、方、郡た学の名誉教授の大

楠ブん、熱賛尺学の名誉荻授の右田．ブん、．てれと私、そ’

れから上杉正一郎ん、てれカ・ら、内海庫一枠ぐんあ丁（り

が、先生⑦直捧の茅子で’あって二わけゼす。

 1定1ま、蜂爪先生はしいいう計算けっていられ真
し↑1。ヒいづのは、定証的研究に耕常に隙いじを持、てい

られましに。 それけ、亮表し↑こ七列も巧るし、発表しすよ

いものもあるけれども。でη・ら、，私といま、先生が青
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斎で、欠ポよ青の、丙、厚のそろばんのよゲバのとほじ’い

てお・つTlれよく見まし1二。穴橋降憲寸んにしTlフて’
A

講義のヒさは禍関理粛の講義をやっていτ（。て二丁ご、従表

する場合には、い少し、社会徒汀そのい〃び仁の
をヤブてお・二うという態段が貫ヵ・れて川ます。

 ですから、和。は、弟子パノ人としてあ之で柊平1jするな

らば、ほカ・肺帥、馴徒言†学の実態からいっても、

方疹諭τごけに終わラちヤい力・ぬ。ましてや、認識論†～け

戦’わセてあ・っ丁ニブて・意味がIπいので’、毛う・グし孝走玄†1季フ。

ロパーの研究に八っていか1享くちヤいう・ぬと思うのていす。

浜田一 そうTるヒ、戦前、戦後を五じて、具律的に請乎

といゲとはヒい・くとして、近代矛走1す挙れ一箱に研

究会やるヒいうよゲにとはあま1川かっ1二んでしい
か。

高木 最初のこうは、竹内啓君、中村降来第七亭っ丁二し、

それカ・ら、サンプ。リンケ’、品質管理勿振元君一一・一。

浜田 それは七う少し後の方ですね。

高木  そうそう。

浜田租紀研の話ばこ（後み話することにして、糸至耗所

以前ぐらい一…一。           、

高木 それ以前はもっぱらドイツ社会絞計学水。マイヤ

ーやジ㌧ジェクのところへ者すんかブニよってあ・っ仁んで’
す、

 当時は、二め日本放言†学底の金蔓の推移を見てもハ

†ごヒ馬うグ．初めザろ、森、田先生にし1二って、有釆先
生にし†二って、みん1よ同じように紬学言、嚇諭に重点、差

置いてふ・つナこわけで一す。そ二で’、て1とえば森田先生のお

弟手†んで二引す、これを実証研究に発展ぐセ1る仁めに牧
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剛†い＜ちヤいカ’ぬという二と．1、二1よラ’T1勿ていし・う。

万部の場合には、それとそのよま徒打字認識論1’’でっと
来てし‡ってご。

 たがら、私は内海寸んブよんがに、才）†よ仁は、舞台裏で

鋤く人τ二らもみんな舞台に舞ててしまう。雌物弁証広な

んて／・うも川耳舞台裏へ置いてあ・くものτ～，それとみん

†ぶ」ニヘヒげ’てし支うグら．、若い諸篇グ’非常にラ島テしするし・

やないか、 そういう布し判もしておっ丁二んτ～けれど七。

 ある意味では、私はいまでも、先はゼ先生がいわれτ・
穴降の数理派に年暮ウ未と秤・ て 抄るの と、 どづいうわけヵ＼

私に’「救琴けれ・・ヒあ・。しゃ11二んで、1列のアレンの
、

亨尺もヤつ仁り一一一。

浜田 そ二があ1もしろいていすね。

高木私には認識粛の哲学白ヲないをヤる能カバぢいし、
い少し数理の形式理論をやれビーあ・っしゃフ丁二州・、あ

るいは、†これ毛はが乃看がIやらτよいがら、弦とっみま．之

べ、自分の孝之の千分でい乍れヒあ・つしゃフτ二のか’。私

けλつに解禾尺しているんです。 定生は、もどもと自然矛十

掌、をやっ†（人Iですグら、非常に数理ゲ好さなんです。て（

ド、数理の限界を知ら†よくちヤいカ・ぬという二と梓んで’

寸。これは㍗にいフ七と川でて。
浜田末郁尺学のそういうグ1レーアヒ、宋末でぺ仁と

丸ば有釆先生一とカ・穴内先生ヒφ＼ あのあて（リとめ、間はま

†ごあポ）交渉1打よかっ↑二んでしょうカ・。

商芥 そのっすヌグつをっけ↑二～哀、本公川セ祁寸ん丁三Iと給

うのていプ

浜田直接、閃栗と閃画とでハいう閃趣を研究する会
を碕つとか、いいゲとは・…二。
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高木ナけっTこて’す。

浜田  そ）フ可ると、 当時は、にと芝ば京火中心のブ1レー

プヒ、来只中心、あるいは閃束で’、その他の穴1す等が象
まつ’噬jク1レーブと、それから、ネ穴の中で七、†二と芝ば

賂1リ先生に近い感じのブ’1レー7oヒそづでないブ1レーブと

が、それぞ’れがゲ1レーブの中で研究をや。てい丁二。

高木そうい。
浜田戦前と五して六体いいう、いにい之るんで1しょ
うガ。

高木そうでしいね。

浜田 それてい1表、いよいよ三番目の葎清徒訂珂完倉の門

葱に人1け二いと．思いよす。

 ます’最初に、葎斉紀訂研完公グでご上が∴にいざでっ

乏工・話し顧だますか。

高木私は私1けら、ほ1・の諸君は納得しアくパよいん

だけれども、こうだと考え。るのです。戦争中、次から吹

くみんな軍一隊に行フて！まいましτ二。1二とえばあのが細

い上ネ〃正一郎†んが輸重兵で、穴蔭で、弩を引っ碓ラて歩

いてお・っピ1、内海寸んが沖縄で元にそうト1ハτ・リ、

ともかく珂究室は空フばに1よつち支フて、有帥んと私
だけグ熔爪先生の部屋にあ・フて二んです。

 そこで“、いフ赤紙が来るかわグらぬ。ともかく書くも

⑦は立言のつもりで書こうじぺよいかヒいうことで’、私

と有田でんとて“研究倉友一ヤうてみ・フ仁。 その中へ、重巻川

先生は公計学毛やってお・つ†てがら、倉計学⑦人も八フて

さTl。そういうフrイベーいよ、いψぬがわヵ・らぬ，

集まフて何か勉茂ドけして片こうビや7～いかというよう
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ナハのがあっrlわけ1よんでマ。

 それで戦ずバ骨んで’、大権㍉隆・1急ぐんヵぐ末文へ戻ってで

τ二。マ十・τから、上杉寸んグ烹改た学へ非常勤ズ柔て、 そ

れカ・ら大阪市欠ヘヤってき↑二。内海寸一んグ、飯も食えな

いよゲよ状態で一掃っいに。それ．から、松リけんば兵隊

1こ行っ＼ナよかっ才二んに’ヒ思・うけ・れピも、 そういうぜネレー

ションでひとっ研尼倉とヤううしいぺよいかということで’

第ノ回も私のところ。）大一学でや，てニバ、 その土発けちょ

うビ2㌻年前で‘す。その後、われわれハ弟子’の中にも耗言†

手をやる毛のゲ土、㍗τ1りして、それ～こんで～ん欠きく

1よっていく。

 あの会則の中には、いわゆるネ立会科学の理詰を基礎．と

し11耗計学をヤ1ろうじ’ヤ1ざいカ・という二とを、1まつさり

書いてある／。ブす。とこうバ、中には什常に数理的1バ

のに関心をす手っている人毛お・るし、あるいけ、排常に言

い校訂学史に関心芝行っている人毛あるし、あるいは、

一生怒命にフイ・ツジグヤネーマ／を読んでいいる人もあ

るし、さまざまナ沌蕨をしているんです。

 それはそれでいいヒ、巴・うんτ～けれビ毛、経机研の諸君

一も、日本税計学公というもつヒ穴ぐな学会へどんどん出
てさて中らブよくちゃいかぬ、 それグ禾久の口・癖にテよってい

るんて～バ、それ．を一喬忠史にゃフてくれているのは、九

州大学の大屋君で’↑。彼バ柔久の孝之方に一番並いと思う

（て’†。

浜田 第．／回の葎税研の／公会には一何人く“らいの方が集

ま・†・ので’すが。

高木．2フ～28一人1～つ仁。その場馴こは、禿表ヒいうより

も、今後何をナよすべさがヒいクこ‘一ヒについて、 ／人／人
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臼／かの孝之呈五一べるヒ いう、3・うナよことであっ仁わけです。

浜、田 土、てこられ丁二方のあ・名前を、、円いっくまま十手げ

てい†二で三けまでが。

高木 た衝降篭、ポ田、松川七祁、東ブし尺学の米沢さん、

その一時分は、什ケ内啓君も土てあ・って二と思う勿ブ↑。それ

と私、同志社尺学の宋蘇さん。、上杉さんも出ていましτ二。

年収フ†二者はそのくらいで、世話テ史ヒレて失てお・っ丁二着

い人では、大限市欠の野村民核惰。その時ノかは、是永君

とか、大屋君がまず三’岩がつτ二から、野チす・君あて・りバ、木

のゼ’ネレーンヨノヒ．して走り回ってヒト。

 当初から非常に活発で、とい・〈雑記をフく’1ろうしいや

ないかヒいうIこヒでし才1。

浜田 それは毎年1回ヒいう形で’すか。
高木 最ネ刀はそうていし・仁。これグ日本枇計学会ピ克うの

は、九海立．地区、束九地区、関、東地区、関西地区、それ

から、 九・州地乙ヒ、 これ↑～けの区に／かヵ・れて、 いまも与

肺究会をやっていまマ。これけちいと外しい研究会
ドビ思うので↑。

浜田ハしますヒ、季蛾研の学風を1フにまとめるこ
ヒIよ、ちいヒむでかしいマ’’万ね。
、           、、

両木t・すがしいです。
テ兵田 大体／かけると、主1ブ5I毛のといっブてらどん㍍もので

  、しよつグ。

高木 ネ立会科学の研先方広としてφ季充計学を研究，する・と

いう二とで’す。それヒ、数程一税計学の限現性。両オーにわ

1二って、ネ±倉科学打1夫粛ヒしての秘計学0歴史、これ
は松川†んの影馨バ排常に弦いヒ思うの一です。それと、

叡理税計学の歴史的側面の研究、そういう学史的1＾の
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にサ常に重吉，を置いでいて1。

浜田県／朴リには、そういうものの1中ヵ・ら出、て一プ・代表

的ナよ着生ヒいっヒ、†1ヒえばどいよものカパは市カ・。

高本  2～3年前にノか厚いものを1冊、共同孝病殊で士、し

まし†二。

浜田 雄夜珂む実〆1、タド目の亨肴ヒバ交九江い）4i求、

ゼんワ：。！・一うだつト人て’’いうポ。

1高木フラベアンバーを初出するフラン7フ1レ／学水
で’すね。それから、松川さんグ、名前をちょっと忘れτこ

けれども、チエ．コス1っ・ぐキ了の耗計学老と麦充が夫にに。

私い・ってドイ・ソで地縁しておつ丁二いには、ブラスケ

ンノく一のところへ先、入りして仁・っτ二わけて一す。で’すから、

主にドィッの杭計学者で’すね。

浜田 葎．耗研、現在．はビん才よJ・うに活動ナ一、てみられ

るんでしいか。
高木 現在、私は舛剃1牝刊的㌃んです。・というのは、

系売言す学固肩の問題グアごんにん薄れてさてしまって、 あれ

を記んでみると、新ミNAつオ比率Ilとか、いわゆるゲ’ロー

バルテよ、末）るいはマク」ロナよ勘定形式でしょう。その才比刊

†ごけやってお・って、 それを作成する手系亮としての糸た書す諦1

査済力性く彩け・そめてしまつ仁．げ（は、これをい
・グし斥、壱、へ戻寸すよくちヤいかぬと思うのです。

 それともう1っ、われわ十しのぜネレー＞ヨンは、 とい二

ω尺学の先生一で’もそうドと思うが、 ドイ・ソク・フランスで

勉旗してあ・っτ二。そして、莱謬で書いてある毛ぬを、馬暁

にするよう†よ風潮が本い才二んですが、そうヒもいえけい

のでて。こ（ご’ろ、葎税研～0代グい0代の人は、ドイ

ツやフラン又へ行グηいで∵大イ本†メリ力へ地タ象しに行
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25094

く。呪い内海ぐんも、了イ才ワのスラー←・ユニパ∵シ
テ．イーへ行って勉移、してぐている。 丁三力・ら，日本の争え計

学の丸れけものゲ、ヤ1｛紅釈研に辰．映していると

1ゼのです。

 仏1こキ比判†亡るヒ、 そんfよ徒言†学か哲1学力・わガらぬよ

うザとけってボ†1つでしょうが・ハ㌧耗討のっ＜
1けと使い方ということであれば、日本の程清絞玄†珂完

倉ヒいうグらには、柱清叙計そのもめめ7力セデユ了一

を、もう・ケし丹念に勉砥し㌦くちヤいがねという考え方

ナ8んでT。

浜田禾紀立ててら・伺いしてニク小ニヒは以上ナ5んで’↑

けれども、夕つと、まTこもとへ戻りまして、施川尭生11関

守る鮒学的州完幼年し’て、あ戸いは・京都丈学
を／手心ヒして行われτこグノレーアのいろいろη活動の申で’、

思いポれる逸話でけ話し騒乙丁・らパ）れいど思う
のてい ｷけれども。
高木 私の口からいうのは変τ三けれど竜、京秤入学がIよ

そパれ差うところは、河上学さん、三木清、戸坂潤

という人の影響グ、いまぽそヘバ州ないと思うけれ
ビポ当時は非常に復がフ仁わけ一です。．だ〃・ら、研売会

で虫巻川先生が、「マル7スのr貫本読r』の中にみ・ける平ナク

の概念」Lいう題で平均値諭に一フいて発表しτ二ら、三木

清グ「まあまあそれて’いいτごろう」とい・フ上ので、先生’

がえらい怒フブ1といラ話もあフーτ一／するんです。

 略爪先生のあ・嫁ぐんに開いてみると、しいら中う計
算ヤ、フているんです。τ三がら、紀計利用の基本間遂とい

うこと1～んτ三けれど毛、利用者め側グら統計を批判し、
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1分隊し、依訂レていザよくちヤいかぬヒいう考乙方ヅ弦
か1て二めで了。㍑釈討の批判と吟味、しllがフて、耗
     、
計につ㍑とうウソヒいうものに、私、非常に号1饗を受
けているわけていす。τこがら、先生φ枇ギ1化解泡、私力・ら

一いザフセるヒ、采売言†1二つぐまとラいびつナよ局を見ていがば

くちゃいがぬ、を．ういうものがヤっばリある。・といケこ

とは、合言†学にも批判倉計学・とい、のグあるんで’すグ、

禾至航研は、ひl／るめていうヒ、沌判航計学の研婦象
国で しょ う ね。

浜田τ一マ的にいって、確率の問題に対する考えれ
いいます勿・、確率’理論㍑いは．全面的に否・足するのか

ビうガどいつ、1与一1関してけ一一…。

高木 それは否定しているんレ’ヤクよいんてぺす。τことえば

日本の一矢業者、あるいは、日本の鉄鋼の生産高というの

は一かτこまりとして矛）る。これ1幸雄率の入る余地のブよい

い1～。与えられτ1全／李の集団である。これピけよま

反映する正しい統計をっくら†よくちゃいク・松。ところガ、

それはブこ↑～一回内ナよ呪象ていあって、そ二で＼その中にあ’

ける宇定佳とっかまなくちヤいかぬといラ場合には、時

系列を構成して、いわゆる解析的集団’をつ＜る。そのと

さは、多ければ〃い’ばと一学定性め信頼度は高く1よる。そ

こでは確率は重等な意．味を持フてくるん・です。’

浜田 そういう安定性を孝之るときに、1二とえばジ’二一

又ミルヒ約1よ意味で’いわれているの力＼あるいは、い

ちょフと一．戦後に近いところへ来ての、数理的才8六敬汝則

そのものを意識すれている・のグ、その五けヒゲ～んで’し

 、よつが。

高木それは明らガに数理．水的舳て、ですから・先
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生パ手1ている蔵書には、液手バのがヤ帯1こ〃いんマい
す。

浜田  ウ・オより一二重ナ主を特フてぢられまTね。

高木 …そう。でハ・ら、琉討をつくる例は、日本の
場合には、徹底的に祉会科学の1哩諭でやいくちゃいか一
ぬ。何乞調査するのφ・。すこだ、ての1中ヵ・ら／つの法則．

先生によるヒ、税射的差則バ終着点で’あるというガ、糸充

計的法則というのは々いしヤ灯いφ＼。・これはやラばつ三

木清、戸板掲あ仁りの彩幣†三と思うんですポ、男ナの歩、

生化のよゲ～安定性のあるものは、そんプ川二τ二く寸んあ

一ろわけじ’ヤナよい。τ三Iグら、安定性をとらえる場合には、

明らグに確率論オ8んで’す。です力・ら．、ミーぜ又をぽろぼ

う1二1よるくらい就んでいるんで↑。

浜田 い一／っあ’もしろいヒ暦うのは、雑済徒訂研究会、

あるいは、俺爪先生水陣を五して一も、寸1と之ば’相関係叡

の訂れグ、1カ帰休叡の言十算をずる場合グあるわけでイ。

llll’、それに対する解釈ガ、数理的なものとは全然速う。

高木 それは、仁と之1．ゴ私は、先生にいわれてハーバラ
ーの ‘ミpぴ S i舳一er 工nJe xzαHe h’（卜楯散の意味」ジノ

という本を荒ま守れまレ仁。先生はしょっら生ラ「意味一、

ドィッ語で・s了n。といづことを重視じず二んです。そ
4しには何ヵ・社会科学的六よ意；・口米カミある のグどうか と いうよ

う 六よ。 つ ‡ り 、 こ うし・う数値が士、す二、 そ れハーイ李どIうし・

う意ワ木と杓っ て いるんτごと い う二 と。 それを検討し好‘ブ

れげ、それ二を意味バ7よいじゃないヵ・、そういう考え方

グとっても族グつτ1で’す。で丁が’ 轣A楴桝論伽、敬理
的ぢ操作は全く⇒仲隊してふ・フてこ・ハで’す。和・は、曳もい1先生

のこ引1実証研究をヤ1て’いブ1村1ちは晴そづドつフニん
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し’やナ8いガと思うので’す。

浜田 いまから2ケ年ぐらい前で’も、数一理的ナよヤブり方に対

する杖判という川ま赦しけフて1わけでイし、蛤111先生

†ご1ザで1よくて、が川↓ソ＼前ガら＾つプ1わけで’す。現れま

プニハーいう問題に対’する艮省バチ）つて、教理的1よ・か粁を

いちょっヒよ＜考えてみる火祭が・あるという二とが、

あちこちでいわれてい・るわけで’す；

 いいうヒころから孝之て．も、才，18が一巧、境川技あ

るいはけ以降のピいう考けをして汁人†二い考
えは、全面的に否定でいさるよう静ものではびが・τ二んじ’

ぺよいカ・ヒいう二け私も鮒こるんで川れと七、どフー

ちへ重、壱、を置くかという同題ηんτごと黒・うので†。で’す

から、’ ｻの立をめくいって、あ・そら＜虫唇川先生も、虫を1リ門

下七すいいふん迷いが才いて、才）、ちこっちへ後れ動いτこ

プ1コセ又が才）1プ1と、思・うので“す。．

高木 あフτこんていす。斤ごカ＼ら、杉．、｛ま二の際はフき／）ブせ

てお・5†二いのは、葎耗研の中にも錯覚している人グある

ん1三’けれどI ﾑ、姥川耗計学ヒいうも、のが／フあるヒ利一し

げ、それは決して、依哩鮒†をむげに排除するいで．は
ナよいてい ｷ。tlしろいの理想趾して、数1哩校訂学け必
辱で’ある。にτ∴それがそのまま当てはまら．㍍いし’やは

いカ・。先一生の場合には、ナ8ぜ当てはまゲ8いかというニ

ヒが問忽に㍍フ㍑で’す。

 これは数理派の人もやつげり反劣すべごブと思うので
す。 いっか竹内啓君と東京で’括してあ・ラ七ん†～げと、答

之ゲ土杯い’ 謔ﾃな数式を幾ら並べてあ・フτ二って、それは

数学であ、て糸走玄ナビやす～いで’Tよ。

浜田．この辺一で’一締をフけ仁いと思いまデ方）りがと
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うございましに
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